
(57)【要約】

【課題】フライホイール組立体に搭載されたダンパー機

構の高回転数領域における戻り不良の発生を抑制し、振

動減衰性能の向上を図る。

【解決手段】ダンパー機構４は、第１フライホイール２

と、第１フライホイール２に対して相対回転可能に配置

された中間回転体４４と、中間回転体４４に対して相対

回転可能に配置された第２フライホイール３と、第１フ

ライホイール２と中間回転体４４を回転方向に弾性的に

連結する複数の第１コイルスプリング４１を有する第１

ダンパー８と、中間回転体４４と第２フライホイール３

とを回転方向に弾性的に連結し第１ダンパー８の最小作

動トルクよりも小さいトルクで作動を開始する第２ダン

パー９とを備えている。第１コイルスプリング４１は、

回転方向に予め圧縮された状態で中間回転体４４の支持

部４５同士の間に収容されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト ル ク を 伝 達 す る と と も に ト ル ク 変 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る た め の ダ ン パ ー 機 構 で あ っ て 、
　 第 １ 回 転 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 回 転 部 材 に 対 し て 相 対 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 部 材 と 、
　 前 記 第 ２ 回 転 部 材 に 対 し て 相 対 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 第 ３ 回 転 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 回 転 部 材 と 前 記 第 ２ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 す る 複 数 の 第 １ 弾 性
部 材 を 有 す る 第 １ ダ ン パ ー と 、
　 前 記 第 ２ 回 転 部 材 と 前 記 第 ３ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 し 、 前 記 第 １ ダ ン パ
ー の 最 小 作 動 ト ル ク よ り も 小 さ い ト ル ク で 作 動 を 開 始 す る 第 ２ ダ ン パ ー と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 弾 性 部 材 は 、 回 転 方 向 に 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で 前 記 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回
転 部 材 の い ず れ か 一 方 に 設 け ら れ て い る 、
ダ ン パ ー 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ ダ ン パ ー は 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 内 周 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 回 転 部 材 と 前 記
第 ３ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 す る 複 数 の 第 ２ 弾 性 部 材 を 有 し て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の ダ ン パ ー 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ダ ン パ ー は 、 前 記 第 ２ ダ ン パ ー の 動 作 中 に 作 動 を 開 始 す る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ダ ン パ ー 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回 転 部 材 の い ず れ か 一 方 は 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 を 回
転 方 向 に 支 持 す る 複 数 の 支 持 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回 転 部 材 の 他 方 は 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 外 周 側 に 配 置 さ れ
、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 半 径 方 向 外 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 摺 動 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 弾 性 部 材 は 、 隣 り 合 う 前 記 支 持 部 同 士 の 回 転 方 向 間 に 圧 縮 さ れ た 状 態 で 円 弧 状
に 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ダ ン パ ー 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 隣 り 合 う 前 記 支 持 部 同 士 の 回 転 方 向 間 に は 、 少 な く と も ２ つ 以 上 の 前 記 第 １ 弾 性 部 材 が
収 容 さ れ て お り 、
　 隣 り 合 う 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 同 士 の 間 に は 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 を 保 持 す る と と も に
前 記 摺 動 部 と 摺 動 す る ス プ リ ン グ シ ー ト が 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 ４ に 記 載 の ダ ン パ ー 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 回 転 部 材 は 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 を 回 転 方 向 に 支 持 す る 複 数 の 支 持 部 を 有
し 、
　 前 記 第 １ 回 転 部 材 は 、 前 記 支 持 部 と 回 転 方 向 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ 前 記 第 １ 弾 性 部
材 の 端 部 と 当 接 可 能 な 複 数 の 当 接 部 と 、 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 外 周 側 に 配 置 さ れ 前 記 第 １ 弾
性 部 材 を 半 径 方 向 に 支 持 す る 摺 動 部 と を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 と 前 記 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 と の 間 に は 、 回 転 方 向 の 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ダ ン パ ー 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ダ ン パ ー 機 構 、 特 に 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト に 対 し て 弾 性 部 材 を 介 し て ト ル ク 伝
達 可 能 に 配 置 さ れ た フ ラ イ ホ イ ー ル を 備 え た フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 に 用 い ら れ る ダ ン パ ー
機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク シ ャ フ ト に は 、 エ ン ジ ン の 燃 焼 変 動 に 起 因 す る 振 動 を 吸 収 す る た め
に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル が 装 着 さ れ て い る 。 さ ら に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル の 軸 方 向 ト ラ ン ス ミ ッ シ
ョ ン 側 に は ク ラ ッ チ 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 ク ラ ッ チ 装 置 は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 入 力
シ ャ フ ト に 連 結 さ れ た ク ラ ッ チ デ ィ ス ク 組 立 体 と 、 ク ラ ッ チ デ ィ ス ク 組 立 体 の 摩 擦 連 結 部
を フ ラ イ ホ イ ー ル に 付 勢 す る ク ラ ッ チ カ バ ー 組 立 体 と を 備 え て い る 。 ク ラ ッ チ デ ィ ス ク 組
立 体 は 、 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る た め の ダ ン パ ー 機 構 を 有 し て い る 。 ダ ン パ ー 機 構 は 、
回 転 方 向 に 圧 縮 さ れ る よ う に 配 置 さ れ た コ イ ル ス プ リ ン グ 等 の 弾 性 部 材 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 ダ ン パ ー 機 構 を 、 ク ラ ッ チ デ ィ ス ク 組 立 体 で は な く 、 フ ラ イ ホ イ ー ル と ク ラ ン ク
シ ャ フ ト と の 間 に 設 け た 構 造 も 知 ら れ て い る 。 こ の 場 合 は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル が コ イ ル ス プ
リ ン グ を 境 界 と す る 振 動 系 の 出 力 側 に 位 置 す る こ と に な り 、 出 力 側 の 慣 性 が 従 来 に 比 べ て
大 き く な っ て い る 。 こ の 結 果 、 共 振 回 転 数 を ア イ ド ル 回 転 数 以 下 に 設 定 す る こ と が で き 、
大 き な 減 衰 性 能 を 実 現 で き る 。 こ の よ う に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル と ダ ン パ ー 機 構 と が 組 み 合 わ
さ っ て 構 成 さ れ る 構 造 が 、 ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル 又 は フ ラ イ ホ イ ー ル ダ ン パ ー で あ る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。 な お 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク シ ャ フ ト に 固 定 さ れ た フ ラ イ ホ
イ ー ル を 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル と い い 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト に 弾 性 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ ク ラ
ッ チ 装 置 が 装 着 さ れ る フ ラ イ ホ イ ー ル を 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル と い う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ ３ １ ７ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 の ダ ン パ ー 機 構 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 外
周 側 に 弾 性 部 材 が 配 置 さ れ て い る も の が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な ダ ン パ ー 機 構 で は 、 例
え ば 弾 性 部 材 が 直 列 に 作 用 す る よ う に 自 由 状 態 で 配 置 さ れ て お り 、 低 剛 性 ・ 広 捩 り 角 度 の
ダ ン パ ー 特 性 に よ り 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 高 回 転 数 領 域 に お い て は 外 周 側 の 弾 性 部 材 に 遠 心 力 が 作 用 す る た め 、 外 周 側 の
弾 性 部 材 が そ の 外 周 側 に 配 置 さ れ た 部 材 に 押 し 付 け ら れ 、 大 き な ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク が 発
生 す る 。 こ の ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク に よ り 、 弾 性 部 材 の 動 作 が 妨 げ ら れ る 。 こ の よ う に 、 高
回 転 数 領 域 に お い て は ダ ン パ ー 機 構 の 振 動 減 衰 性 能 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 外 周 側 の 弾 性 部 材 に 加 え て 内 周 側 に も 弾 性 部 材 を 自 由 状 態 で 配 置 し 、 両
弾 性 部 材 を 直 列 に 作 用 さ せ て い る も の が 提 案 さ れ て い る 。 こ の ダ ン パ ー 機 構 で は 、 外 周 側
の 弾 性 部 材 に よ り 低 剛 性 ・ 広 捩 り 角 度 を 実 現 し つ つ 、 高 回 転 数 領 域 に お い て は ヒ ス テ リ シ
ス ト ル ク が 発 生 し に く い 内 周 側 の 弾 性 部 材 を 補 助 的 に 作 動 さ せ て 振 動 減 衰 性 能 の 低 下 を 防
止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 内 周 側 の 弾 性 部 材 で は 構 造 上 、 捩 り 角 度 を 広 く 確 保 す る こ と が 困 難 で あ
る 。 こ の た め 、 高 回 転 数 領 域 に お い て は ダ ン パ ー 機 構 の 捩 り 角 度 が 狭 く な り 、 従 来 の ダ ン
パ ー 機 構 で は 高 回 転 数 領 域 に お い て 発 生 し た 大 捩 り 振 動 を 効 果 的 に 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が
で き な い 。 例 え ば ク ラ ッ チ 連 結 状 態 に お い て 、 高 回 転 数 領 域 で ド ラ イ バ ー が ア ク セ ル ペ ダ
ル を 急 に 離 す と 、 エ ン ジ ン ブ レ ー キ に よ り ダ ン パ ー 機 構 は 逆 駆 動 さ れ 、 ダ ン パ ー 機 構 に は
大 捩 り 振 動 が 入 力 さ れ る 。 こ の と き 、 前 述 の よ う に 外 周 側 の 弾 性 部 材 が 遠 心 力 に よ り 動 作
し な い た め 、 い わ ゆ る ダ ン パ ー 機 構 の 戻 り 不 良 が 発 生 す る 。 特 に 、 両 フ ラ イ ホ イ ー ル の 相
対 回 転 角 度 が 小 さ く な る と 、 弾 性 部 材 が 自 由 状 態 に 近 く な り 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル と 第 ２
フ ラ イ ホ イ ー ル と を 初 期 状 態 に 戻 す 方 向 に 小 さ な 荷 重 し か 発 生 し な い 。 こ の た め 、 こ の 荷
重 が ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク に 打 ち 勝 つ こ と が で き ず 、 高 回 転 数 領 域 に お い て は ダ ン パ ー 機 構
の 戻 り 不 良 が 発 生 す る 。 そ し て 、 戻 り 不 良 が 発 生 し た 場 合 に 、 内 周 側 の 弾 性 部 材 で は こ の
よ う な 大 き な 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が で き な い た め 、 こ の 結 果 と し て 振 動 減 衰 性
能 が 著 し く 低 下 し て し ま う 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 に 搭 載 さ れ た ダ ン パ ー 機 構 の 高 回 転 数 領 域 に お
け る 戻 り 不 良 の 発 生 を 抑 制 し 、 振 動 減 衰 性 能 の 向 上 を 図 る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 ト ル ク を 伝 達 す る と と も に ト ル ク 変 動 を 吸 収 ・ 減 衰
す る た め の ダ ン パ ー 機 構 で あ っ て 、 第 １ 回 転 部 材 と 、 第 １ 回 転 部 材 に 対 し て 相 対 回 転 可 能
に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 部 材 と 、 第 ２ 回 転 部 材 に 対 し て 相 対 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 第 ３ 回 転
部 材 と 、 第 １ 回 転 部 材 と 第 ２ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 す る 複 数 の 第 １ 弾 性 部
材 を 有 す る 第 １ ダ ン パ ー と 、 第 ２ 回 転 部 材 と 第 ３ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 し
第 １ ダ ン パ ー の 最 小 作 動 ト ル ク よ り も 小 さ い ト ル ク で 作 動 を 開 始 す る 第 ２ ダ ン パ ー と を 備
え て い る 。 第 １ 弾 性 部 材 は 、 回 転 方 向 に 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回
転 部 材 の い ず れ か 一 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の ダ ン パ ー 機 構 で は 、 第 １ 弾 性 部 材 が 回 転 方 向 に 予 め 圧 縮 さ れ て い る た め 、 例 え ば 入
力 ト ル ク が 第 １ 弾 性 部 材 の 圧 縮 状 態 に 応 じ た 最 小 作 動 ト ル ク を 超 え る ま で は 、 第 １ 弾 性 部
材 の 圧 縮 は 開 始 さ れ ず 、 第 ２ ダ ン パ ー の み が 作 動 し 、 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 入 力 ト ル ク が 最 小 作 動 ト ル ク を 超 え る と 第 １ 弾 性 部 材 の 圧 縮 が 開 始 さ れ 、 第 ２ ダ
ン パ ー と 直 列 に 第 １ ダ ン パ ー が 作 動 す る 。 す な わ ち 、 最 小 作 動 ト ル ク 以 上 の ト ル ク を 入 力
し な け れ ば 、 第 １ 回 転 部 材 と 第 ２ 回 転 部 材 と が 相 対 回 転 す る こ と は な い 。 言 い 換 え る と 、
第 １ 回 転 部 材 と 第 ２ 回 転 部 材 と の 相 対 回 転 が 初 期 状 態 に 戻 る 方 向 に は 、 第 １ 弾 性 部 材 に よ
り 従 来 よ り も 大 き な 荷 重 が 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回 転 部 材 に 作 用 す る 。 こ れ に よ り 、 こ
の ダ ン パ ー 機 構 で は 、 高 回 転 数 領 域 に お け る 戻 り 不 良 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き 、 振 動
減 衰 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 第 １ の 発 明 の ダ ン パ ー 機 構 に お い て 、 第 ２ ダ ン パ ー
が 第 １ 弾 性 部 材 の 内 周 側 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 回 転 部 材 と 第 ３ 回 転 部 材 と を 回 転 方 向 に 弾 性 的
に 連 結 す る 複 数 の 第 ２ 弾 性 部 材 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の ダ ン パ ー 機 構 に お い て 、 第
１ ダ ン パ ー は 第 ２ ダ ン パ ー の 動 作 中 に 作 動 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の ダ ン パ ー 機 構 で は 、 第 １ ダ ン パ ー の 作 動 開 始 時 に は 第 ２ ダ ン パ ー が 作 動 し て い る 。
言 い 換 え る と 、 第 ２ ダ ン パ ー の ス ト ッ パ 作 動 時 に お い て は 第 １ ダ ン パ ー が 作 動 し て い る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ ダ ン パ ー の ス ト ッ パ 作 動 時 の 衝 撃 を 緩 和 で き 、 ス ト ッ パ の 破 損 や た た き
音 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 第 １ か ら 第 ３ の 発 明 の い ず れ か の ダ ン パ ー 機 構 に お
い て 、 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回 転 部 材 の い ず れ か 一 方 が 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 を 回 転 方 向
に 支 持 す る 複 数 の 支 持 部 を 有 し て い る 。 第 １ 回 転 部 材 お よ び 第 ２ 回 転 部 材 の 他 方 は 、 第 １
弾 性 部 材 の 外 周 側 に 配 置 さ れ 、 第 １ 弾 性 部 材 の 半 径 方 向 外 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 摺 動 部 を
有 し て い る 。 第 １ 弾 性 部 材 は 、 隣 り 合 う 支 持 部 同 士 の 回 転 方 向 間 に 圧 縮 さ れ た 状 態 で 円 弧
状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の ダ ン パ ー 機 構 で は 、 支 持 部 同 士 の 間 に 第 １ 弾 性 部 材 が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 円 弧 状 に 配
置 さ れ て い る た め 、 遠 心 力 が 作 用 し て い な い 状 態 で も 第 １ 弾 性 部 材 は 外 周 側 へ 迫 り 出 そ う
と し 、 摺 動 部 と 第 １ 弾 性 部 材 と の 摺 動 に よ り ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク が 発 生 す る 。 す な わ ち 、
遠 心 力 が ほ ど ん と 作 用 し な い 低 回 転 数 領 域 に お い て も 、 摺 動 部 と 第 １ 弾 性 部 材 と の 摺 動 に
よ り ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 低 回 転 数 領 域 に お い て
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ク ラ ッ チ を 連 結 す る 際 に エ ン ジ ン の 回 転 数 が 低 下 す る こ と で 共 振 が 発 生 し 過 大 ト ル ク 変 動
に よ る 捩 り 振 動 が 発 生 し て も 、 大 捩 り 振 動 を 効 果 的 に 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 第 ４ の 発 明 の ダ ン パ ー 機 構 に お い て 、 隣 り 合 う 支 持
部 同 士 の 回 転 方 向 間 に は 、 少 な く と も ２ つ 以 上 の 第 １ 弾 性 部 材 が 収 容 さ れ て い る 。 隣 り 合
う 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 同 士 の 間 に は 、 第 １ 弾 性 部 材 を 保 持 す る と と も に 摺 動 部 と 摺 動 す る
ス プ リ ン グ シ ー ト が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ６ の 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 は 、 第 １ か ら 第 ３ の 発 明 の い ず れ か の ダ ン パ ー 機 構 に お
い て 、 第 ２ 回 転 部 材 が 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 を 回 転 方 向 に 支 持 す る 複 数 の 支 持 部 を 有 し て い
る 。 第 １ 回 転 部 材 は 、 支 持 部 と 回 転 方 向 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 と
当 接 可 能 な 複 数 の 当 接 部 と 、 第 １ 弾 性 部 材 の 外 周 側 に 配 置 さ れ 第 １ 弾 性 部 材 を 半 径 方 向 に
支 持 す る 摺 動 部 と を 有 し て い る 。 当 接 部 と 第 １ 弾 性 部 材 の 端 部 と の 間 に は 、 回 転 方 向 の 隙
間 が 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 お よ び ダ ン パ ー 機 構 で は 、 第 １ 弾 性 部 材 が 予 め 圧 縮 さ れ
た 状 態 で セ ッ ト さ れ て い る た め 、 第 １ お よ び 第 ２ 回 転 部 材 の 相 対 回 転 を 初 期 状 態 に 戻 す 方
向 に 大 き な 荷 重 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 高 回 転 数 領 域 に お け る 戻 り 不 良
の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き 、 振 動 減 衰 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ １ ） 構 成
　 １ ） 全 体 構 造
　 図 １ ～ 図 ５ を 用 い て 本 発 明 に 係 る ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 本 発
明 の 一 実 施 形 態 と し て の ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ の 縦 断 面 概 略 図 、 図 ２ に 図 １ の 上 側 半 分
の 部 分 拡 大 図 、 図 ３ に 図 １ の 下 側 半 分 の 部 分 拡 大 図 、 図 ４ お よ び 図 ５ に ２ マ ス フ ラ イ ホ イ
ー ル １ の 平 面 概 略 図 を 示 す 。 な お 、 図 １ ～ 図 ３ の Ｏ － Ｏ が ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ お よ び
ク ラ ッ チ の 回 転 軸 線 で あ り 、 図 １ ～ 図 ３ の 左 側 に は エ ン ジ ン （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て お
り 、 右 側 に は ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て い る 。 以 後 、 図 １ ～ 図 ３ に お
い て 左 側 を 軸 方 向 エ ン ジ ン 側 と い い 、 右 側 を 軸 方 向 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 と い う 。 ま た 、
図 ４ お よ び 図 ５ に お い て 矢 印 Ｒ １ の 向 き が 駆 動 側 （ 回 転 方 向 正 側 ） で あ り 、 矢 印 Ｒ ２ の 向
き が 逆 駆 動 側 （ 回 転 方 向 負 側 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ は 、 エ ン ジ ン 側 の ク ラ ン ク シ ャ フ ト ９ １ か
ら の ト ル ク を 図 示 し な い ク ラ ッ チ 装 置 を 介 し て ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 の 入 力 シ ャ フ ト に 伝
達 す る た め の 装 置 で あ り 、 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る た め の ダ ン パ ー 機 能 を 有 し て い る 。
２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ は 、 主 に 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ９ １ に 固 定 さ れ た 第 １ 回 転 部 材 と し
て の 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ に 相 対 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 図 示 し な
い ク ラ ッ チ 装 置 が 装 着 さ れ る 第 ３ 回 転 部 材 と し て の 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と 、 両 フ ラ イ ホ
イ ー ル ２ ， ３ を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 す る ダ ン パ ー 機 構 ４ と 、 両 フ ラ イ ホ イ ー ル ２ ， ３
の 間 に 回 転 方 向 の 抵 抗 を 付 与 す る 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５ と お よ び 第 ２ 摩 擦 発 生 機 構 ７ と か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ） 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル
　 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ９ １ 側 に 大 き な 慣 性 モ ー メ ン ト を 確 保 す る
た め の 部 材 で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 主 要 部 を 構 成 す る 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ と
、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ の 外 周 側 に 固 定 さ れ た リ ン グ ギ ヤ １ ４ と 、 第 １ フ ラ イ ホ イ
ー ル 本 体 ２ １ の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 に 固 定 さ れ た 環 状 の プ レ ー ト ２ ２ と か ら 構 成 さ れ て
い る 。 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ の 内 周 側 に は 第 １ 筒 状 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １
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フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ は 第 １ 筒 状 部 ２ ３ を 介 し て ボ ル ト ９ ２ に よ り ク ラ ン ク シ ャ フ ト ９
１ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ 筒 状 部 ２ ３ の 外 周 側 に は 、 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 回 転
可 能 に 支 持 す る 軸 受 ３ ４ が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ の 外 周 側
に は 後 述 す る 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ を 内 周 側 に 収 容 す る 摺 動 部 と し て の 第 ２ 筒 状 部 ２
５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ３ ） 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル
　 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ は 、 環 状 か つ 円 板 状 の 部 材 で あ り 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ の 軸 方
向 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 内 周 側 に は 第 ２ 筒 状
部 ３ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ は 第 ２ 筒 状 部 ３ ２ を 介 し て 軸 受 ３ ４ に よ
り 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 軸 方
向 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 に は 、 図 示 し な い ク ラ ッ チ 装 置 が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ４ ） ダ ン パ ー 機 構
　 ダ ン パ ー 機 構 ４ は 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と を 回 転 方 向 に 弾 性
的 に 連 結 す る た め の 機 構 で あ り 、 低 剛 性 ・ 広 捩 り 角 度 ・ 高 ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク の ダ ン パ ー
特 性 を 有 す る 第 １ ダ ン パ ー ８ と 、 低 剛 性 ・ 低 ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク の ダ ン パ ー 特 性 を 有 し 第
１ ダ ン パ ー ８ と 直 列 に 作 用 す る 第 ２ ダ ン パ ー ９ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ２
～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ は 、 ２ 枚 の プ レ ー ト か ら な る 第 ２ 回 転 部 材 と し て の
環 状 の 中 間 回 転 体 ４ ４ と 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と を 回 転 方 向 に 弾 性 的
に 連 結 す る 第 １ 弾 性 部 材 と し て の 複 数 の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ と 、 ２ 枚 の プ レ ー ト の
間 に 配 置 さ れ 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ に 固 定 さ れ る 第 ３ 回 転 部 材 と し て の 環 状 の 出 力 回 転 体
４ ８ と 、 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と を 回 転 方 向 に 弾 性 的 に 連 結 す る 第 ２ 弾 性 部 材
と し て の 複 数 の 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 ６ に 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の セ ッ ト 状 態 の 説 明 図 、 図 ７ （ ａ ） に 第 ２ ダ ン
パ ー ９ の 捩 り 特 性 線 図 、 図 ７ （ ｂ ） に 第 １ ダ ン パ ー ８ の 捩 り 特 性 線 図 、 図 ７ （ ｃ ） に ダ ン
パ ー 機 構 ４ の 捩 り 特 性 線 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ４ － １ ） 第 １ ダ ン パ ー
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 間 回 転 体 ４ ４ は 、 外 周 側 に 突 出 す る ２ つ の 支 持 部 ４ ５
と 、 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ を 保 持 す る 保 持 部 ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ ， ４
４ ｃ と を 有 し て い る 。 支 持 部 ４ ５ 同 士 の 回 転 方 向 間 に は 、 ４ つ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４
１ が 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で 直 列 に 収 容 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４
１ の 端 部 に は 、 支 持 部 ４ ５ と 回 転 方 向 に 当 接 可 能 な 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ と 、 第 １ コ
イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 端 部 同 士 の 間 に 配 置 さ れ た 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ２ と が 装 着 さ れ
て お り 、 ４ つ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 円 弧 状 に 直 列 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 図 ６
に 示 す よ う に 、 ４ つ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 自 由 状 態 （ 図 ６ （ ａ ） の 状 態 ） か ら 角
度 θ １ だ け 圧 縮 さ れ た 状 態 （ 図 ６ （ ｂ ） の 状 態 ） で 支 持 部 ４ ５ 同 士 の 回 転 方 向 間 に セ ッ ト
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ か ら 支 持 部 ４ ５ に
対 し て 常 時 予 圧 に よ る 荷 重 Ｆ １ が 作 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ２ は
、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 端 部 を 覆 う 筒 状 部 ４ ６ ａ ， ４ ２ ａ を 有 し て い る 。 筒 状 部 ４
６ ａ ， ４ ２ ａ は 半 径 方 向 外 側 に 円 弧 状 の 当 接 面 ４ ６ ｂ ， ４ ２ ｂ を 有 し て お り 、 当 接 面 ４ ６
ｂ ， ４ ２ ｂ は 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ の 第 ２ 筒 状 部 ２ ５ の 内 周 面 ２ ５ ａ と 当 接 し て い
る 。 ま た 、 隣 り 合 う 第 １ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ ， ４ ２ の 筒 状 部 ４ ６ ａ ， ４ ２ ａ
の 先 端 が 回 転 方 向 に 当 接 す る こ と で 、 第 １ ダ ン パ ー ８ の 第 １ ス ト ッ パ 機 構 ５ ５ を 実 現 し て
い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 側 に
は 、 支 持 部 ４ ５ と 軸 方 向 に 対 向 す る ２ つ の 第 １ 突 起 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 プ レ ー ト ２ ２
の エ ン ジ ン 側 に は 、 支 持 部 ４ ５ に 対 向 す る ２ つ の 第 ２ 突 起 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 突
起 ２ ４ お よ び 第 ２ 突 起 ２ ６ は 、 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ と 回 転 方 向 に 当 接 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と が 相 対 回 転 す る と 、 第 １
コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 回 転 方 向 に 直 列 に 圧 縮 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ
４ １ が 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で セ ッ ト さ れ て い る た め 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ へ の 入 力 ト ル
ク が 最 小 作 動 ト ル ク （ 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 圧 縮 状 態 に 応 じ た 所 定 値 ） 以 下 で は 、
第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と は 一 体 回 転 し 、 入 力 ト ル ク が 最 小 作 動 ト ル ク を
超 え る と 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 圧 縮 が 開 始 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ コ イ ル ス プ リ
ン グ ４ １ を 含 む 第 １ ダ ン パ ー ８ に お い て 、 低 剛 性 ・ 広 捩 り 角 度 の ダ ン パ ー 特 性 を 実 現 す る
こ と が で き る （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 予 め 圧 縮 さ れ た ４ つ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 円 弧 状 に
配 置 さ れ て い る た め 、 第 １ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ ， ４ ２ に は 半 径 方 向 外 側 へ の
合 成 荷 重 Ｆ ２ が 作 用 す る 。 こ の た め 、 第 １ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ ， ４ ２ の 筒 状
部 ４ ６ ａ ， ４ ２ ａ は 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ の 第 ２ 筒 状 部 ２ ５ に 押 し 付 け ら れ 、 筒 状 部 ４ ６
ａ ， ４ ２ ａ と 第 ２ 筒 状 部 ２ ５ と の 間 に 比 較 的 大 き な 摩 擦 抵 抗 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
こ の よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ６ ， ４ ２ と 、 第 ２ 筒 状 部 ２ ５ と に よ り 第
１ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と の 間 に 摩 擦 抵 抗 を 発 生 さ せ る 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５
が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ ダ ン パ ー ８ に お い て 比 較 的 高 ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク の
ダ ン パ ー 特 性 を 実 現 す る こ と が で き る （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。 特 に 、 こ の 構 成 で は 遠 心 力 が
作 用 し て い な い 状 態 で あ っ て も 、 一 定 の ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク を 発 生 す る こ と が で き る 。 こ
の た め 、 低 回 転 数 領 域 に お い て も 所 望 の ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ４ － ２ ） 第 ２ ダ ン パ ー
　 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 内 周 側 に は 、 ３ 種 類 の 第 ２ コ イ
ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ が ２ つ ず つ 回 転 軸 を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ
て い る 。 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ は 、 出 力 回 転 体 ４ ８ に 形 成 さ れ た
窓 部 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ ， ４ ８ ｃ に 収 容 さ れ て お り 、 中 間 回 転 体 ４ ４ の 保 持 部 ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ
， ４ ４ ｃ に よ り 軸 方 向 お よ び 回 転 方 向 に 保 持 さ れ て い る 。 第 ２ ダ ン パ ー が ３ 段 階 で 作 動 す
る よ う に 、 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ と 窓 部 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ ， ４ ８ ｃ
と の 回 転 方 向 間 に は 異 な る 長 さ の 隙 間 が 確 保 さ れ て い る 。 ま た 、 出 力 回 転 体 ４ ８ の 外 周 側
に は 複 数 の 突 起 ４ ８ ｄ が 形 成 さ れ て お り 、 突 起 ４ ８ ｄ の 回 転 方 向 間 に は 中 間 回 転 体 ４ ４ に
固 定 さ れ た ス ト ッ パ ３ ５ が 収 容 さ れ て い る 。 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と が 一 定 角
度 の 相 対 回 転 を 行 う と 、 突 起 ４ ８ ｄ と ス ト ッ パ ３ ５ と が 回 転 方 向 に 当 接 す る 。 す な わ ち 、
突 起 ４ ８ ｄ お よ び ス ト ッ パ ３ ５ に よ り 第 ２ ダ ン パ ー の 作 動 範 囲 を 制 限 す る 第 ２ ス ト ッ パ 機
構 ５ ６ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と が 相 対 回 転 す る と 、 第 ２ コ イ ル
ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ が 順 次 回 転 方 向 に 圧 縮 さ れ 、 相 対 回 転 角 度 が 所 定 の 角
度 に 達 す る と 第 ２ ス ト ッ パ 機 構 ５ ６ に よ り 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と が 一 体 回 転
す る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ ダ ン パ ー ９ に お い て 捩 り 剛 性 が ３ 段 階 に 変 化 す る 低 剛 性 の ダ ン パ
ー 特 性 を 実 現 す る こ と が で き る （ 図 ７ （ ａ ） 参 照 ） 。 こ の 場 合 、 ３ 段 目 に 作 動 を 開 始 す る
第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ｃ が 作 動 す る タ イ ミ ン グ と 、 第 １ ダ ン パ ー ８ が 作 動 す る タ イ ミ
ン グ と が ほ ぼ 一 致 す る よ う に 、 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ｃ と 窓 部 ４ ８ ｃ と の 隙 間 な ど が
調 整 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ｃ の 圧
縮 が 開 始 さ れ る の と ほ ぼ 同 時 に 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ の 圧 縮 が 開 始 さ れ 、 第 １ コ イ ル
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ス プ リ ン グ ４ １ と 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ｃ と は 中 間 回 転 体 ４ ４ が 中 間 部 材 と し て 機 能
す る こ と で 直 列 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 出 力 回 転 体 ４ ８ の 内 周 部 と 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本
体 ２ １ と の 軸 方 向 間 に は 、 摩 擦 ワ ッ シ ャ ５ １ お よ び コ ー ン ス プ リ ン グ ５ ２ が 挟 み 込 ま れ て
お り 、 出 力 回 転 体 ４ ８ と 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と の 間 に は 摩 擦 ワ ッ シ ャ ５ １ に よ り 比 較 的
小 さ な 摩 擦 抵 抗 が 発 生 す る 。 こ の よ う に 、 摩 擦 ワ ッ シ ャ ７ １ と 、 コ ー ン ス プ リ ン グ ７ ２ と
に よ り 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と の 間 に 摩 擦 抵 抗 を 発 生 さ せ る 第 ２ 摩 擦 発
生 機 構 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ ダ ン パ ー ９ に お い て 比 較 的 低 ヒ ス テ リ シ ス
ト ル ク の ダ ン パ ー 特 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 突 起 ２ ４ お よ び 第 ２ 突 起 ２ ６ と 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト
４ ６ と の 回 転 方 向 間 に は 、 初 期 状 態 で 角 度 θ ２ が 確 保 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ フ ラ イ
ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と の 相 対 回 転 が 角 度 θ ２ 以 内 で あ れ ば 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン
グ ４ １ は 圧 縮 さ れ ず （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 、 そ れ に 加 え て 、 ４ つ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４
１ が 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ に 対 し て 相 対 回 転 す る 。 す な わ ち 、 初 期 状 態 か ら 角 度 θ ２ ま で
の 範 囲 に お い て は 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 圧 縮 さ れ ず 第 ２ 筒 状 部 ２ ５ と 第 １ ス プ リ
ン グ シ ー ト ４ ６ お よ び 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト ４ ２ と の 間 で 摩 擦 抵 抗 が 発 生 す る 。 こ れ に よ
り 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 摩 擦 発 生 機 構 ７ に よ り 発 生 す る ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク に
加 え て 、 捩 り 角 度 ０ ° 付 近 に お い て 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５ に よ り 比 較 的 大 き な ヒ ス テ リ シ ス
ト ル ク を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の 説 明 や 図 ７ （ ｃ ） の 捩 り 特 性 か ら 明 ら か な よ う に 、 こ の ダ ン パ ー 機 構 ４ で は 、 従
来 補 助 的 に し か 用 い ら れ て い な い 内 周 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ ダ ン パ ー ９ が メ イ ン の ダ ン パ ー
と し て 機 能 し 、 外 周 側 に 配 置 さ れ た 第 １ ダ ン パ ー ８ が 過 大 ト ル ク 変 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る た
め の ダ ン パ ー と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ２ ） 動 作 お よ び 効 果
　 １ ） ト ル ク 伝 達
　 こ の ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ で は 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク シ ャ フ ト ９ １ か ら の ト ル ク は 、
第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ の 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル 本 体 ２ １ に 入 力 さ れ 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ を 介 し
て 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ へ 伝 達 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ で は 、 第 １ コ イ ル ス
プ リ ン グ ４ １ が 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で 収 容 さ れ て い る た め 、 最 小 作 動 ト ル ク ま で は 第 １ フ
ラ イ ホ イ ー ル ２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と は 一 体 回 転 し 、 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ お よ
び 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と が 相 対 回 転 す る 。 こ の 結 果 、 中 間 回 転 体 ４ ４ に 伝 達 さ れ た ト ル
ク に よ り 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ で は な く 内 周 側 の 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３
ｂ が 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と の 間 で 順 次 圧 縮 さ れ る 。 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４
３ ｃ の 圧 縮 が 開 始 さ れ る と ほ ぼ 同 時 に 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル
２ と 中 間 回 転 体 ４ ４ と の 間 で 圧 縮 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ と 第 ２ コ
イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ｃ と が 中 間 回 転 体 ４ ４ に よ り 直 列 に 圧 縮 さ れ る 。 さ ら に 第 １ フ ラ イ ホ
イ ー ル ２ と 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と の 相 対 回 転 が 進 む と 、 や が て 第 １ ス ト ッ パ 機 構 ５ ５ と
第 ２ ス ト ッ パ 機 構 ５ ６ と が 作 動 し 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と の 相
対 回 転 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 入 力 さ れ た ト ル ク は 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ （ 第 １ ス ト ッ パ 機 構
５ ５ ） 、 中 間 回 転 体 ４ ４ 、 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ （ 第 ２ ス ト ッ パ
機 構 ５ ６ ） 、 出 力 回 転 体 ４ ８ 、 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 介 し て 図 示 し な い ク ラ ッ チ デ ィ ス
ク 組 立 体 お よ び ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 入 力 シ ャ フ ト に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ２ ） 捩 り 振 動 の 吸 収 ・ 減 衰
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　 ク ラ ッ チ 連 結 状 態 に お い て ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ に エ ン ジ ン か ら の 燃 焼 変 動 が 入 力 さ
れ る と 、 入 力 ト ル ク が 第 １ ダ ン パ ー ８ の 最 小 作 動 ト ル ク 以 下 の 比 較 的 小 さ い 捩 り 振 動 の 場
合 は 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ に お い て 中 間 回 転 体 ４ ４ と 出 力 回 転 体 ４ ８ と が 相 対 回 転 し 、 そ れ ら
の 間 で 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ が ２ 段 階 で 並 列 に 圧 縮 さ れ る 。 こ の と き 、 第
２ 摩 擦 発 生 機 構 ７ に よ り 低 ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 入 力 ト ル ク が 最 小 作 動 ト ル ク よ り も 大 き い 大 捩 り 振 動 の 場 合 は 、 ダ ン パ ー 機 構 ４
に お い て 、 第 １ ダ ン パ ー ８ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ と 第 ２ ダ ン パ ー ９ の 第 ２ コ イ ル ス
プ リ ン グ ４ ３ ｃ と が 直 列 に 作 用 す る 。 こ の と き 、 第 ２ 摩 擦 発 生 機 構 ７ に 加 え て 第 １ 摩 擦 発
生 機 構 ５ に よ り 比 較 的 大 き な ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の 作 用 に よ り 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ に お い て 捩 り 振 動 が 吸 収 ・ 減 衰 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ３ ） 戻 り 不 良 の 改 善
　 ク ラ ッ チ 連 結 状 態 に お い て 、 高 回 転 数 領 域 で ド ラ イ バ ー が ア ク セ ル ペ ダ ル を 急 に 離 す と
、 エ ン ジ ン ブ レ ー キ に よ り ダ ン パ ー 機 構 は 逆 駆 動 さ れ 、 ダ ン パ ー 機 構 に は 大 捩 り 振 動 が 入
力 さ れ る 。 こ の と き 、 前 述 の よ う に 従 来 の ダ ン パ ー 機 構 で は 外 周 側 の 弾 性 部 材 が 遠 心 力 に
よ り 動 作 せ ず 、 内 周 側 の 弾 性 部 材 で は こ の よ う な 大 き な 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が
で き な い た め 、 い わ ゆ る ダ ン パ ー 機 構 の 戻 り 不 良 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し か し 、 こ の ダ ン パ ー 機 構 ４ で は 、 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 予 め 圧 縮 さ れ た 状 態 で
収 容 さ れ て い る た め 、 高 回 転 数 領 域 に お い て 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５ で 発 生 す る ヒ ス テ リ シ ス
ト ル ク が 遠 心 力 の 作 用 に よ り 大 き く な っ て も 、 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー
ル ３ と の 間 に は 両 フ ラ イ ホ イ ー ル ２ ， ３ を 初 期 状 態 に 戻 す 方 向 に 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４
１ か ら の 大 き な 荷 重 Ｆ １ が 作 用 す る 。 こ の た め 、 こ の 荷 重 Ｆ １ が 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５ で 発
生 す る ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク に 打 ち 勝 つ こ と が で き 、 高 回 転 数 領 域 に お い て ダ ン パ ー 機 構 ４
の 戻 り 不 良 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ４ ） 過 大 ト ル ク 変 動 の 吸 収 ・ 減 衰
　 共 振 な ど に よ り 過 大 ト ル ク 変 動 が 生 じ 、 大 捩 り 振 動 が 発 生 し た 場 合 に は 、 第 ２ ダ ン パ ー
９ の 作 動 に 加 え て 、 第 １ ダ ン パ ー ８ が 作 動 す る 。 具 体 的 に は 、 入 力 ト ル ク が 第 １ ダ ン パ ー
８ の 最 小 作 動 ト ル ク を 超 え る と 、 第 １ ダ ン パ ー ８ の 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ ４ １ が 直 列 に 圧
縮 さ れ る 。 そ れ に 加 え て 、 遠 心 力 が ほ と ん ど 作 用 し な い 低 回 転 数 領 域 に お い て も 、 第 １ 摩
擦 発 生 機 構 ５ に よ り 比 較 的 大 き な ヒ ス テ リ シ ス を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の ダ ン
パ ー 機 構 ４ で は 、 特 に 低 回 転 数 領 域 に お い て 低 剛 性 ・ 広 捩 り 角 度 ・ 高 ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク
の ダ ン パ ー 特 性 を 実 現 す る こ と が で き 、 過 大 ト ル ク 変 動 を 効 果 的 に 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ ダ ン パ ー ９ の み が 作 動 す る 捩 り 角 度 ０ ° 付 近 に お い て も 、 第 ２ 摩 擦 発 生 機 構
７ に よ り 発 生 す る ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク に 加 え て 、 第 １ 摩 擦 発 生 機 構 ５ に よ り 比 較 的 大 き な
ヒ ス テ リ シ ス ト ル ク が 発 生 す る （ 図 ７ （ ｃ ） 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 過 大 ト ル ク 変 動 を よ り
効 果 的 に 吸 収 ・ 減 衰 す る こ と が で き 、 ダ ン パ ー 機 構 ４ の 振 動 減 衰 性 能 を よ り 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ５ ） ス ト ッ パ 機 構 の 破 損 ・ た た き 音 の 発 生 低 減
　 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル ２ と 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル ３ と の 相 対 回 転 が 所 定 の 角 度 を 超 え る と 、
第 ２ ダ ン パ ー ９ の 第 ２ ス ト ッ パ 機 構 ５ ６ が 作 動 し 、 第 ２ ダ ン パ ー ９ の 作 動 が 停 止 す る 。 こ
の と き 、 第 １ ダ ン パ ー ８ が 作 動 中 で あ る た め 、 第 １ ダ ン パ ー ８ に よ る 発 生 す る ト ル ク に よ
り 、 突 起 ４ ８ ｄ と ス ト ッ パ ３ ５ と が 衝 突 す る 際 の 衝 撃 が 緩 和 さ れ 、 ス ト ッ パ 機 構 の 破 損 や
た た き 音 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ４ ） 他 の 実 施 形 態
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は か か る 実 施
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 形 乃 至 修 正 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 に 係 る ダ ン パ ー 機 構 の 実 施 形 態 は 、 前 述 の ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル １ に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 ト ル ク 変 動 や 捩 り 振 動 を 吸 収 ・ 減 衰 す る 必 要 が あ る 他 の 装 置 に も
適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル の 縦 断 面 概 略 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 上 側 部 分 の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 下 側 部 分 の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル の 部 分 平 面 図 。
【 図 ５ 】 ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル の 部 分 平 面 図 。
【 図 ６ 】 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ の セ ッ ト 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 ダ ン パ ー 機 構 の 捩 り 特 性 線 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 ２ マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル
　 ２ 　 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル （ 第 １ 回 転 部 材 ）
　 ３ 　 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル （ 第 ３ 回 転 部 材 ）
　 ４ 　 ダ ン パ ー 機 構
　 ５ 　 第 １ 摩 擦 発 生 機 構
　 ７ 　 第 ２ 摩 擦 発 生 機 構
　 ８ 　 第 １ ダ ン パ ー
　 ９ 　 第 ２ ダ ン パ ー
２ ５ 　 第 ２ 筒 状 部 （ 摺 動 部 ）
４ １ 　 第 １ コ イ ル ス プ リ ン グ （ 第 １ 弾 性 部 材 ）
４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ４ ３ ｃ 　 第 ２ コ イ ル ス プ リ ン グ （ 第 ２ 弾 性 部 材 ）
４ ２ 　 第 ２ ス プ リ ン グ シ ー ト
４ ４ 　 中 間 回 転 体 （ 第 ２ 回 転 部 材 ）
４ ５ 　 支 持 部
４ ６ 　 第 １ ス プ リ ン グ シ ー ト
４ ８ 　 出 力 回 転 体 （ 第 ３ 回 転 部 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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